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現代農業における資本主義の一般法則の

貫徹と集約的・商業的農業の成長

一一U.S. Census of Agricl巾ure，1959の分析 (2) 

中野一新

現代アメリカ農業における賃労働と生産手段(機械と肥料)の集積・集中，

農業における資本主義の一般法則の貫徹を実証した前稿 cr現代アメリカ農業の

資本主義的性格-u.S. Census of Agricl山 ure，1959の分析(1)-J，本誌，第101巻第2

号所収}をうけて， 本稿ではさらにたち入って， 大経営による生産の集積・集

中と，農業の資本主義化の多様な形態，不均等な発展過程〈とくに，高度に集約

的な商業拍農業の急速な成長過程)をセンサス資料にもとついて検討する。そして

最後に，いま一度，われわれの検討した事実の語るところを，当面の論争点と

のかかわりあいで総括する己とにしたい。

I 資本主義的経営による生産の集積・集中

〔経済階層別〕 農産物の販売額を指標として経済階層別に円農業生産に

おける集積・集中の過程を分析するととろからはじめよう。第1表に示される

ように， 1959年にはアメリカ全体では農場総数370.8方のうち10.2万農場が農産

物を年間4万ドノレ以上販売し， 21.0万農場が 2 方~4 方ドノレの農産物壱販売し

ている(以下，各々クラス壱I.ITと略す)。クラス Iの2.8%の農場が農産物販売総

額の31.5%，クラス Eの5.7%の農場が18.4%を占めている。つまり，農産物を 2

万ドノレ以上販売する8.5%の農場が，販売総額のちょうど半分壱担っているので

ある。さらに， 0.5%の大規模経営(約2万農場)が農産物を10万ドノレ以上販売し，

販売総額の約20%を集中している九他方， 44%を占めるクラ九百以下の農場

1) 前稿， 50ページ，註14)参照。
2) 1959 Census， p. 1200。
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1959年センサス， pp. 1226， 1231より作成。

は，販売総額のわずか5.30/0壱担っているにすぎず，ー農場平均の販売額も 1，30白、

ドノレ(グラス百)でグラス 1(94，500ドル)の70分の1以下である。

以上のようにアメリカの農業生産の大半が，前稿で検出した賃労働者を大量

に使用する資本主義的経営によって集積・集中されてし、る。

f地域別〕 この生産の集積・集中は，地域や農産物によって著しい特徴を

示してレる。まず，農産物を 2万ドノレ以上販売する大経蛍を，地域別に比較し

てみよう o 農場数の→番多い中西部(農場総数の39特)にグラス Iの330/0，グヲ

ス Eのうちの470/0の農場が集中しており，一見，中西部の農業は大経営が多いよ

うにみえる。しかし，第 1表により地域別にグラス]， n農場の分布を比較す

ると様相は一変する。高度に集約的な太平洋岸諸州では，農場総数の100/0がグ

ラス I農場であれこれらの農場が農産物販売総額の670/0を集中してしゅ。農
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場数の20%，販売総額の82%がクラス]， IIに集中し，ここでは 5農場のうち

1農場は2万ドル以上販売する大規模農場である。太平洋岸諸州についで大経

営の多い地域は山地諸州(グラλ1，II計180/，)と東北部 (11%)で， 前者は農

産物販売額の68'3も，後者は49%を集中している。南部では， v :r..7ー・グロザ

パー (share-cropper) を典型として零細経営が多< (農場総数の 6割がグラス百以

下)，クラス]， nの大経営はごく少数 (5.2%)だが，大プランテ--Yョ γや一

部の集約的農場(とくに，フロリダ州のそれ)が，販売総額の半数近< (47%)を

集中している。これに対し，中西部では 2万ドノレ以上販売する大経営の比重が

低< (9 ~も)， 販売額の集中度も 4割弱にすぎない。ここでは販売額2，500-1

万ドルの階層(クラス皿~V) が農場数 (62%) でも販売額 (57%) でも大半を

占めており，小規模な家族農場の多い中西部の特徴をよく物語っている。

さらに，州別に大規模農場の分布を比較すると，アメリヵ全体のクラス I農

場 (10.2万農場)の14.2%がカりフォノレユアー州に集中しており， グラス lの販

売総額の約5分の lを一州で担っている。クラ -"1農場はカリフォノレエア，テ

キサス (11.3%)，7イオワ (7.9%)，イリノイ (5.69も〕の 4州に39%，クヲス E

農場も 33%が集中している。

また，タヲ λI農場の平均販売額によっても，大経営の地域による不均等性が

明白である。集約的農業の発展している太平洋岸諸州では13.2万ドノレと最も高

く， 山地諸川(11.2万ドル)がこれにつづく G 中西部では7.1万ドノレと犬経営の

規模も相対的に小古い。州別では，アリゾナ (20.0万円レ)，フロリダ (165万戸

ル)，カりフォノレエア (14.8万ドル)の 3州が，他地域からぬきずんでている。

以上のように農業生産の商からも地域的な不均等発展がはっきりとうかがわ

れる。前稿ですでに実証したように賃労働や生産手段を圧倒的に集積・集中す

る資本主義的大経営の多い地域 太平洋岸諸州を筆頭に，集約的・商業的農

業の発展している地域ーーでは，生産の集積・集中も顕著に進んでいる。

〔農場の型別] 次に農場の型別むに 2万ドノレ以上販売する大規模農場につ

3) 前楓 52ヘジ，註15)参照。
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いて検討しよう。農場数の多い肉畜 (25.5%).商業的穀作 (16.5%).酪農(17.7

4も).綿花 (10.00/0)の4種類の農場(合計商業的農場総数の70%)が，クラ月 I農場

総数の 6 割，クラス E 農場の 7 割を占めている。とくに，農場総数の42~もを占

める粗放的な肉畜および商業的穀作農場は，グヲ λ1の約4割，グヲ "-llの約

半数を占め，両農場がアメリカ農業のなかで圧倒的に優勢なようにみえる。

しかし， 農産物別にグラス 1. II農場の占める割合を比較すると一変する

〈第2表〕。粗放的な商業的穀作や畜産農場ではグラス Iの大経営は総農場の 2

第 2表各農場の型による農場と農産物の経済階層別分布

1959年包ゾサス， pp. 1328-1135より作成。

--5 0/0にすぎず 2 万ドル以上販売する農場も 1O~15% である。これに対して，

野菜や果物など高度に集約的な農場では犬規模なグヲス I農場の割合がはるか

に高し野菜130/0. 果物110/0である。 2方ドノレ以ト販売する農場は各々 24. 25 

9もで総農場の 4分の lが大規模農場である。
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さらに， 高度に集約的な野菜や果物生産では少数の大経営に生産が専門化

(specialization) されてし、る。 2万ドノレ以上販売する5，270(24%) の野菜農場は

販売総額の84%を集中しており， ク ラ 月 Iの平均販売額も 17.3万ドノレと商業的

穀作農場 (6.9万ドノレ)の 2倍以上である。また，約15，500(25勃)の果物農場も

販売額の73%を占め，平均販売額は11-0万ドノレである。 さらに貧窟の差のはげ

しい綿花農場でも 2万ドル以上販売する29，200農場 (12%)が販売総額の約

3分の 2を占めている。また，大経営の割合の少い肉畜や面白農農場でも 4方

ドノレ以I::IISi売する各々 29，400(4.8特)， 8，500 (2.0特)の農場が販売総額の340/0と

15%を集中している。 この8，500の酪農農場の約60%が乳牛を100頭以上飼育し

ているの。

以上のように，集約的な作物，粗放的な作物をとわず，少数の大経営が総生

産の多〈を集中し，各生産部門の主導権を握っているが，とくに，野菜や果物

など賃労働や生産手段を大経営に大量に集中する高度に集約的な商業作物は，

農業生産においても少数の大経営による集積・集中がきわだっている。

E 商業的農業の成長

この節では， 20世紀初頭以来，アメリカ農業がどのような方向へ発展し亡し、

るかを明らかにしよう。ところで，1910年代，レーニンは当時のアメリヵ農業に

関する一般的見解"を批判して，アメ Pカの農業は二様の形態 すなわち，粗

放的な地方で土地面積を拡大することによって発展する道と，集約的な地方で，

土地面積はわずかだが旧来の士地面積に投下される資本額の増大によって商業

作物を中心に発展する道 で進化しており，しだいに後者がその「主要な進

4) 1959 Census， p. 12670 

5) 当時のフルジョア経済学者はー骨量に!アメリカ農業についてとえのよう k考えていた。祖放的な
穀物生産を中心とする中部北酉諸州が才メリカ農業の「模範的な」地域であり z 農業生産が最も
発展してし、る地域である。他方農場の平均面積が年々縮小しているニュー イングラソドや大
西洋岸中部諸州では. r資本主義的農業は崩壊しつつありJr生産は細分され零紅化しつつある」
と。B.11. lIeHlfH， 日o6b1e)jaHHhle 0 33E{OHax pa3B斑T目見 K3IIHTa.l1H3M3B 3eM屯E瓜eJUlH，1. KaJllIT3JIH3M 

m四回町制限 BClllA， Co仰 i.QHUfI， 4 :113)1.， T叩 22，r農業における資本主義の尭展法則について
の新資料，第一分冊! アメリカ合衆国における資本主義と農業J (以下「新資料」 と時1.rν 
ーエン全集J第22巻. 31. 42ベージ。
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路」となりつつあることを指摘しため。 だが今日再び， 中西部の粗放的な穀物

生産が現代アメリカ農業の典型であり，農業生産の最先進地域であるとする見

解がみられることは，すでに前稿冒頭でふれた。果して，最近のアメリカ農業

はどのような方向へ発展しているのだろうか。

まず，最近10年間の農業生産に占める各地域の比重の変化をみてみよう(第

3表)。 アメリカ全体の農産物販売額は10年間に222億ドノレかも305億ドノレへ37

1iltヰロ出山

口:!;:;:i;;:l;:l;:l::::

1959年センサス， p. !:I7tiより作成。

%増大したが，最も増加

率の高いのは太平洋岸諸

川 (58骨).とりわけカリ

フオノレヱア州 (62%)で

ある。粗放的な山地諸川

(45~も〉や資本主義化の

最も遅れている南部 (40

%)の急速な成長色めだ

っている。他方，北部全

体は31%と停滞ぎみであ

り， とりわけ東北部 (19%)の停滞は著しし かつての最先進地域の農業生産

に占める比重は年々低下している。

1909年には，当時最も農業の資本主義化が進んでいた東北部は，農業生産総

価額の11%を占め， 太平洋岸諸州は 5%にすぎなかった九半世紀後の1959年

には前者は7.5%，後者は12.5%(ただし1959年は農産物販売額の比較)となり，南

地域の地位が完全に逆転した。北部全体の比重も，依然として中西部を中心に

アメリカ農業の 大産地となってはいるが， レーニYの時代の61%(85億ドノレ

中52億ドノレ)圃〉から50%に低下している。

6) レー=yr新資料J71へ-';;0

7) レーエンの資料加工方法に準じて， 1910年センサスより計算。(8.H. J1e回 H，TeTpall羽田

arpapHOMy B四 pocy1900-1916， CO'lIlHe1utR， 4 H3j(.. TOM 40，農業ノート. rν一三Y全集」第40
巻， 414ベジ事照。)

S) レ-=yr農業ノートJ111ページu
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さらに州2j1Jに農産物販売総額に占める割合をみると，太平洋岸諸州のカリフ
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とうもろこし 16.8 5.8 

物穀 麦 7.7 5.7 

大 麦 1.1 0.8 

耕
飼料作物ト

オ ト麦 4.9 0.6 

乾草 9.6 1.2 

その他 1.9 0.6 

種 計 42.0 14.7 

野菜) 2.4 

圃芸作物
49 

商 2.0 

{乍 果 物 2.6 4.6 
業大 豆 N.A，(l) 3.2 

タ/'コ 1.2 3.1 

物
作綿花 9.6 7.7 

物その他 1.6 5.7 

計 19.9 28.7 

0.6 

耕種小計 44.0 

畜 肉 畜 22.3 35.4 

酪 農 7.7 13.2 

家 禽 5.9 7.4 

産
畜産小計 35.9 56.0 

1959年は1959年センサス，pp_960-61より，
1905l年は1910年セソサス， pp_ 476-520， p. 532 
より作成。但し1909年ほ生産価額， 1959年は
販売価額の構成Jt。
(1) 1909年は分類なし。

ォノレニアが 9.3%， 中西部のアイオワ

州7.5%，イリノイ州5.9%，南部のテキ

サス州6.9で 4州合計29.6%，すなわち

との 4州でアメリカ農業生産全体の 3

割を担っている。ごの点からも単に九

地域間だけでなく，各地域闘でも州ご

とに農業発展の非自な不均等性がみら

才もる。

ついで， 1909年と 1959の農産物価額

の構成比によって，半世紀聞における

農業生産全体に占める主要な農産物の

地位の変化を比較しよう(第4表)。

この安からえられる第1の特徴は，

耕種作物(crops) の比率が低下し，畜

産のウエイトが増大したことである o

19日9年には前者が64%，後者が36%だ

ったが， 1959年には前者が44%，後者

が56%と両者の地位が完全に逆転し，

畜産物が農業生産全体の半数をとえる

にいたった。今やアメリカの畜産は後

述するように農業生産全体において非

常に重要な地位を担うにいたってし、る。

第 2の特徴は，穀物(小麦・大麦)お

よび飼料作物(とうもろこしめ・乾草オート麦)の比重が大きく低卜し， 商業作

物(園去作物・果物大豆明・タバコなど)の生産が急速に成長したことである。

粗放的な穀物や飼料作物にくらべ，商業作物，ことに高度に集約的な商業作物
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〈野菜・閤芸作物果物・てんさい・砂糖きぴ 未など)の成長が著しい。 1909年

には前者が420/0後者は200/0にすぎなかったのに，その後の50年間に前者は150/0

と3分の 1近くに減り後者ほ 290/0と大巾に増加し (綿花壱のぞけば100/，から21

%へ 2倍以土)，商業作物は穀物および飼料作物を完全に凌駕した。

このように現代アメリカ農業は粗肢的な農業にくらへ，集約的農業，とくに

高度に集約的な商業的農業が急速に成長している。農業の集約的発展が，アメ

リカ農業の「主要な進路」であると規定したレ ニY の見解は，商業作物が粗

放的な穀物や飼料作物を凌ぐにいたった現在，ますますその正しさを証明して

おり，中西部の粗放的な穀物生産をアメリカ農業の典型とみなす見解は，アメ

リカ農業の最近50年間の発展方向と全くあし功、れないものである o

E 主要農産物の地帯分布

アメリカ農業の地域性の問題でも， レーニ γ と近説は大きく具なる o 20世紀

初頭レーニンは，アメリカ農業全体の資本主義的な発展過程で，農業は多様な

形態をとり不均等に発展することを強調したが，近説は，機械化による農業生産

の発展過程で地域的な特殊性はうすれ， 現代アメリカ農業は全国的な「均質

化」の傾向を字んでいると主張する。我々は主要農業物の地帯分布の考察によ

って， この問題に対する解答をあたえよう(アメりカの農業地帯図および第5表)。

まず第 iに穀物地帯の考察からはじめよう。穀物生産は非常に広範な地域に

分散しているが，小麦地帯ととうもろこし地帯がその中心である。小麦生産の

中心地は南北にのびる雨量の少ない大平原地帯 (GreatPlains)で，通常ウィー

ト・ベノレトと呼ばれている。東からのびるコーソ・ベルトと西からのびる放牧

地帯I~両断されており，オクヲホ7の丙部からカ Yザス壱おおろ南の秩播小麦

地帯と， 北ダコタ， モ y タナの北東部， 南ダコタの北東部をおおう北の春播

9) 現在ではJ とうもろこしは飼料だけでなく!コーソ・スターチ，オイノレ，ジロップ;アルコー
ルなどム業原料としても)ムく利用される (HaroldBargar and Hans H. Landsberg， Am8ri凶 n
AgricultWYB， 1899-1939: A Study 01 仁川戸~t， E:刑 ployme叫 andProductivity. 1942，馬場啓之
助 山口辰六郎訳， rアメリカ員業の成長分析」昭和32年.47-48ベ ジ書照〉。

10) 大豆は第一次大戦後j とりわけ1920年代末から油料作物として商業的に重要な作物になってき
た(バガ← ヲγズパ←グ，前掲訳.100へージ参照)ロ
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アメリカの農業地帯図

凡 1割l
圃・E果物軒栗田特殊作拘地帯
瞳璽E自詞料穀物ー向畜1世帯
匿翠誼普通畑作地帯
医霊言語綿作1也帯
区霊fiil小麦小粒穀物拍手再
盤整翌週酪農地静 U.5. C間四S of AgriculturB， 1959 

匿歪ill拍牧地帯 Vol. V， Part 6， Charp. 1， p. 17 
E歪ill!たばこ 普通畑作地帯
亡二コ非農業地帯

'J、麦地帯に分れている。このほかに西部の北の諸州に飛地がある。ウィート・

ベノレトの大半を含む中西部は小麦の半分以上 (56%)を生産しており， とくに

カンザス州はー州で約 2割を担い，まさにアメリカの「小麦工場」の中枢にな

うている。

とうもろこしおよび大豆の主要生産地はコーン・ベルトと呼ばれる地帯であ

る。五大湖の南側インディアナ州からはじまって西へ，イリノイ，アイオワ，
グレーリー

ミズーリをおおい，カンザス，ネプラ月カ，南ダョタの南il!lJlζおよぶ大草原地

帯である。コ-:/・ベノレ lの大半を占める中西部は，とうもろこし生産の800/0，

大豆生産の74%を集中 Lており，中西部の中心地イリノイ，アイオワ 2州だけ

で総生産高のともに35%を担っている。

この小麦地帯およびとうもろとし地帯はアメリカ最大の穀倉地帯である。さ



54 (294) 第101巻第3号

らに，この地帯は後述するように豊富な飼料壱利用して畜産の中心地にもなっ

ており，粗放的な農業経営の典型的な地帯である。

商業作物の考察にうつろう。はじめに綿花とタバコ，ついで，高度に集約的

な商業作物について検討する。

綿化農場は，北のケンタゲキーおよび大西洋岸を除く南部全域と西部のiii翫

地域に集中している。最大の中心地はミ'./'/'ッピー・デノレタ地帯同であるが，と

の地帯の比重は年々低下しており綿花地帯の西進がおきている。 1909年には旧

南部の 2地域一一大国洋岸南部諸州 (36骨)と中部南東諸州(25特) で総生産

の 6割以上を担っていたが， 1959年には両地域の生産は半減した (31拍〕。逆に，

中部南西諸州は38%から45%に増大し，また，西部の 2地域も 2，7%から21%へ

7倍以上も増加して，東の大西洋岸南部諾州壱ぬいて新しい産地になりつつあ

る明。最近5年間だけをとってみても，旧南部の大西洋岸南部諸州と中部南東諸

州は34tJるから31%へ減少し，逆に， I日南部に隣接する中部南西諸州は43%から45

%へ，太平洋岸諸州は11%から13%へ増加している。「綿作は略奪的に土地を疲

幣さす作物であれはじめから新しい土地をもとめて西方へ移動する傾向があ

ったが， 1940年代後半からは機械化の進行を背景として 3 西部の躍進と奴隷制

の造物を負う南部一の急速な後退がみられる」町。かつての奴隷制の影響が今

なお残っている旧南部やテキサス州東部のデノレタ地帯は，ジエア・グロツパ に

まだ多く依存している国。これと対照的に， 濯1餌の発達しているテキサス州酉

部の大平原地帯や曲部のカリフオノレニア・アリゾナ両州では，摘取作業の機械化

が広範に普及し，高度に資本主義的な綿花経蛍が行われてし、る。かつての綿花

の最大の産地ミジシツピ 州は第 31'立に転落し (12'1，)，西方のテヤサス (28%)"

カリフイノレヱア(13%)が第 1位， 第 2位になっている。 との両州で生産の 4

11) ミツミノッヒーー河左岸前中部南東諸州(ケソタッキー州はのぞく)前大部分の地暁と，右岸の中
部南西諸川の東部を含む広大な地域。 (1959Cens前， p_ 1263幸照)。

12) 1910年の数字は D句 aTtment(lf Commp.rr.e， Thit'teen C四訓“ 01the U，畑 tedStates， 1910 
Vo1. V， Agriculture， 1913. p. 681より計算。但し， 1910年は生産額の百分比である。

13) 鈴木圭介，産業における資本主義と県民間の分解 アメリカ農業問題分析の一試論， r現代

資本王華講座」第4巻，昭和"年.149'-150へージ。
14) もちろん， I日南部でも大プヲソテ ジaソの機械化が進み，資本主義的大経営も存在する。
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割以上を占め，ここに綿花生産の新たな一大産地を形成しつつある。

タパコ農場はほとんどすべて南部に集中し，なかでも北カ戸ラ fナ，南カロ

ライ)-，パージニア，ヶ γ タツキ ，テネジ の5州にタパロ農場の9日%以上

が集中している。北カ F ライナとヶ γタザキ一両州は，タパ=生産総額の 6割

を占め，一地域への非常に集中度の高い作物である。

野菜お上び閑芸作物は全国各地に分散しているが，最大の集中はカリフォノレ

ニアおよびフロリダの高度に集約的・商業的な農業地域と，エュージャ-:/'， 

ニ' " ーク な pの都市近郊地域であるのとくに前者の比重が高<，野菜生産

総額の約半分はカリフォノレユア，フロリダの両州で生産されている。

果物およひ竪果 (nut)農場は特定の地域に集中しているのが特徴である。最

大の集中地域はカリフォノレニア，フロリダ， ミシガν， ワジント Y の4仲|で果

物農場の 3分の 2以上を集中している町。とくに， フロリダ州は最近5年間に

160/0から 230/0へと急速に成長した。 果物生産の最大の産地カリフォノレユア川

(42%) とフロリダ州を合計すると650/0になり， 両州の集約的農業の顕著な発

展がここにもうかがわれる o

このほかにも，じゃがし、も，ピーナツ，砂糖きび -cんさいなどの典型的な

商業作物があり，近年急速に成長してし、る。じゃがし、もは西部のアイダホ，ヵ

リノォノレニアや集約的な東北部(メイン，ニュ ヨーク f~ ど)に集中している。

ピーナツはジョ fァ，北カロライナ/' 子三7など南部とりわけ大西洋岸

南部諸川に，砂糖きびはノレイジアナとハワイ，てんさいはカリフォノレユア，コ

ロヲド，アイグホなど西部の諸州に集中している町。

最後に畜産関係の農業地帯を考察しよう。まず酪農・家禽経営について検討

し，ついで粗放的な肉畜・牧畜経営について検討する。

酪農経営の中心は，大西洋岸の東北部から中部北東諸州の五犬湖にいたる広

15) 品種ごとに集中度をみると一層著し」、。カリフオノレエア南部一一一オレシジ νモゾzオリープ』
ブドウ J 桃， 7--'E-";/ド。カリフオノレニア北部およびワシγ トン州 林楠j 梨，プラム，桃，
くるみz いちごなど種々 の作物の組合せ。フロリダ州一一ーオレンクとブドウ。ミシガγ州一一一林
檎j 桜桃}プドウ，いちご (1959Cens削，p，1265参照)。

16) Ibir1.， p. 12640 
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大な地域であり，己的地域で酪農製品の50%を生産している。とのほかに太平

祥岸に大きな飛地がある。これらの諸地域のうち東部の諸地域，オハイォ，イ

γディアナ北部，イリノイ，ウィスコ Y シ Y南東部，その他都市周辺地域では，

生産物はおもに生ミルクとして販売され，その他の諸地域，とくに奥地ではバ

ター，千ーズなどの乳製品の原料乳として販売される町。

畜産のなかで最も集約的な家禽農場は鶏肉および鶏卵が犬半を占める。生産

地域は各地に分散してし、るが，家禽農場の 4分の 3以上がミシシッピー河の東

部にある c ことに最近10年間で，北部は，総生産に占める割合が610/0かι440/0

に減少したのに対し，プロイラーをおもに生産している南部は240/0から42%へ

と急速に増加し，家禽生産における北部と南部の地位が逆転しつワある。現在

の最大集中地域はジョージア，アラハマ，ミジジッピーなど南部のブロイラ一

生産地域である問。

販売額からみてアメリカ農業生産の最大部分を占める肉畜生産は，広大な地

域に分散しているが，中心は中西部のコー γ ・ベノレトと山地諸州の放牧 (ranch)

地帯である。コ -y・ベノレトの肉畜農場では，酉の放牧地帯から慣や小羊を購

入し，この地域で生産される飼料作物を利用して畜舎で肥育して，成牛をγ ヵ

ゴの畜産加工場へ販売f品。肉畜生産が最も集中しているのは rイォヮ，イリ

ノイ，オハ fォ諸州であり，前二者で220/0壱占めている。

放牧の集中地域はコロヲド，モνタナなどの山地諸州，テキ寸ナア、州のエドワ

ード高原などである町。

以上，主要産物の農業地帯を考察してきたが，最後l土各農産物の主産地につ

いて検討しておこう。アメリカ最大の農業生産州であるカリフォルニア州は第

5表にかかげた主要農産物12のうち 5農産物(野菜，園芸作物，果物，家禽，大麦)

で第 1 位を占め，上位 1~3位までに 7 農産物が入っている。粗放的な作物お

よび肉畜を除くすべての商業作物において主導的役割を果しており，高度に集

17) Ib包rl.，p. 12670 

18) Ibirl.， p. 12670 

19) Ibirl.， p. 12680 
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約的・商業的農業の最先進地たる特徴壱はっきり示している。とれに対Lて，

中西部の7イオヮ，イりノイ両州は粗放的な穀物や飼料作物・畜産において上

位を占めており，これらの地域か>'ii!放的農業の典型的な地域であることを示し

ている。

第6表各地域の主要農産物販売額構成比

よき?11 位 12 位 1 3 位 1 4 位 15 位 16位以下
販売総額

[酪農l家禽|肉畜[園芸ケl叶吋東北部
42.2 I 17.5 I 11.4 I 7.2 I ¥、も5.0 I 16.7 I 100.0 

部中西部 48.6 酪農fz「'l、麦[大旦 ドの他
13.2 I~ 11.7 I 7.4 I 5.7 I 13.4 I 100.0 

|聞アtコ
肉畜

家禽l果物|酪農i叫|
南諸 19.1 15.7 15.6 I 12.2 I 10.7 I 26.7 I 100.0 

綿花
μ コ|家禽|酪農 ドの他1

諸州 26.6 25.9 13.3 I 10.5 I 9.7 14.0 I 100.0 

綿花 小麦i家禽l酪農i初 他
開州 32.2 28.8 6.3 I 6.2 I 5.6 I 20.9 100.0 

回肉畜lhP11っその他|49.7 I 11.7 I 7.6 いも4.4 I 20.1 I 100.0 

肉21~ I 果物 l 酪 ~I 野 綿花l吋 1叩18.6 I 11.5 I 8.2 I 8.0! 32.6 I 100.0 

1959年セ yサ λpp.975-985より作成。

己れまで農産物ごとにアメリカ農業の主要な生産地帯を分析してきた。最後

司こ各地域ごとの主要農産物を農産物服売額を指標に比較してみよう(第6表)ロ

この表から得られる最犬の特徴は， どの地域でも畜産一一肉畜， 酪農， 家 禽

一ーが主要な収入源になっていることである。大西洋岸南部諸州をのぞくすべ

ての地域で，肉畜または酪農が最も主要な収入源になっている。先にもふ九た

ように，膏産は1959年についにアメリカの農産物販売総額の半ばを越え，アメリ

カ農業全体でますます重要な産物にな。てきている。そして，この特徴は単に
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畜産地帯だけでなく， γ メリヵ農業地借全域にあてはまる。北部の同地域や山

地諸州では 5~7 割，南部や最も商業的農業の発展している太平洋岸諸州でも

4割以上が畜産から収入を得ている向。アメリカ農業は，各地域で非常に多様

な形態をとってはいるが，それらはおおむね次のごうの組合せ 畜産と商業

作物，畜産と穀物または飼料作物 のいずれかから成り立っている。東北部

では畜産のなかでも集約的な酪農と家禽宇中If"に収入の 7割近〈壱占的，残乃

の収入源は園芸作物，じゃがし、も，果物(第6位， 4.9%)など高度に集約的な商

業作物である。最も資本主義的農業の発展している太平洋岸諸州でも収入の約

日書Jを果物や野菜・綿花など商業作物によって確保し，残りの 4割は畜産収入

に依存している。南部では一般に肉畜および家禽と商業作物(大西洋岸南部諸州

=タバコと果物j 中部南東諸川=綿花とタパコ， 中部南西諸州=綿花〕の組合せが支

配的である。これに対して，アメリカの穀倉地帯=中西部および山地諸州では，

粗放的な肉畜が主要な収入源をなし，残りは Eうもろこし・小麦など飼料作物

と穀物の収入で補っている。今や多様な形態をとるアメリカ農業のなかで，畜

産はどの地域でも決定的に重要な役割を担っている。

これまでの農業地帯の分析から明らかなよろに，広大な面積をもち，国内各地

の自然的・経済的条件が大きく異なるアメリヵでは，多種多様な農産物が全国

各地に分布しており，まさに世界農業の一大展覧場の観壱呈する。これらの農

業地帯のなかでも，綿花やタパコ・果物などのように特定の地域に集中してい

るものと，穀物や肉畜・野菜生産などのように全国各地に分散しているものが

ある。また，畜産や各種の商業作物のように急速に成長している農産物と穀物

やタパコのように停滞ぎみの農産物，同一色作物でも綿花や家禽のように地域に

よって発展が不均等な作物もみられる。このように，アメリカ農業は全体とし

て資本主義的Lに発展しているが，そのなかでは，各地域や農産物により複雑で

いりくんだ動きを示している。ことに商業作物の成長とJともにアメリカの農業

生産は一層主産地への依存度が増大し，地域ごとの作物の専門化が進んでいる。

20) 太平洋岸諸川では家禽が第6位 (7.6%)で，畜産の総計は40%になる。
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7メリカの農業地帯は全体としてみるなら，近説が指摘するような「均質化」

傾向を苧んでいるのではなく，逆に，地域による農業生産の特殊性がますます

増大しているのである。

I~m節 Cは，① アメリヵ農業における生産の集積・集巾，② 集約的農

業， とくに商業的農業の急速な成長，⑧ 地域や農産物の特殊性による農業の

不均等な発展と多様な形態について検討してきた。

結論告要約ずると，第 lに，現代アメリカ農業は全体として資本主義的に発

展しており，その過程で賃労働を大量に集積する資本主義的大経営が生産量に

おし、ても匡倒的に集積・集中を進めており，アメリカでは，大規模経営による

農業生産がますます支配的になってきている。

第 2に，アメリカ各地の農業生産の発展諸形態は， レーニンによって規定さ

れた「工業的な北部，かつての奴隷制的な南部ー 植民されつつある西部Jと

いう 3つの型が基本的にその有効性壱失っていないとはし、ぇ，同時に，過去半

世紀聞にいくつかの重要な変化も生じている。具体的には，アメりカ農業は次

のような方向へ発展している。すなわち，① 農業の資本主義化の主導的な地

位は，東北部が衰退し，現在もっとも大量に賃労働者壱使用し，急速に集約的な

資本主義経営の成長している太平洋岸諸州へ移動した。⑧ この成長と衰退の

傾向は農産物にもあてはまる。停滞的な穀物や飼料作物にくらべ，賃労働者を

広範に使治する集約的な商業作物が急速に成長し，後者がますますアメリヵ農

業の資本主義的発展の主要な進路になっている。また綿花や家禽などの農業地

帯の移動にみられるように，同一作物でも地域によって反対の傾向をもつもの

がある。⑧ アメリカの農業生産がますます代表的な農業州←ーカリフォノレ

ニア 7イオワ，テキサフ、，イリノイ，フロリダなど←ーに集中し，アメリカ

の工業地帯E農業地帯の地域的分業が一層はっきりしてきている。④ 各農産

物ごトに比較すると，野菜や果物などのようにとりわけ高度に集約的な作物は，

自然的・経済的条件にめくまれた地域へ集中する傾向があわまた各地域や各
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農場は，有利な一種類の農産物の生産にますます専門化する傾向がある。以上

のような移動・集中・専門化など地域や農産物聞における農業の不均等発展の

傾向は，まさに資本が競争し，より大き et利潤を獲得するためにとる傾向の現

れであり，アメリカ農業全体が資本主義的に発展していることのなによりの証

左である。

N 資本主義的経営による集積と集中一一総括と結論一一

1959年のアメリヵ合衆国農業のセンサスは，資本主義諸国のうちで最良のも

のである o この材料にもとづいて，前稿および本稿の I~m節で，現代資本主

義社会におけるアメリカ農業の進化の法則を具体的に検討してきた。本節では，

現代のアメリヵ農業とその進化の全貌を総括しなければならない。レーニソが

「新資料」 でつくった総括表の形式にしたがって， 本稿でも 3つの分類方法

一一一経済階層(農産物販売額)による分類，地域による分類，農場の型による分

類 を比較・対照する総括表壱作成するm

この 3つのちがった分類を比較するためには，各種の群の百分比をとらねば

ならない。われわれは各分類を 3つの主要な群にまとめよう。経済階層別lでは，

(1) 資本主義的農場(農産物販売額2万ドル以上，但し第 7表の括弧内の数千二は 4ノ百ド

ノレ以上販売する農場のみ)， (司 中位の農場 (5.000~ 2万ドノレ)， (3) 非資本主義的

農場 (5.000ドル未満)をとる u 地域別では， (1) 集約的な地域の農場(太平洋岸

諸州，東北部，ただし楕弧内の数字は太平洋岸諸州のみ)， (2) 商部の農場(南部の三

地域)， (3) 粗放的な地域の農場(山地諸州，中西部)を台る。農場の型による分

類では， (1) 高度に資本主義的な農場(商業作物の農場=野菜，果物，その他の畑

作，種々のもの，綿花，タパコの農場，および酪農，家禽農場，ただし括弧内の数字は高

度に集約的な野菜， 果物， その他の畑作，種々のものの農場のみ)， (2) 中位の農場

(商業的穀作，普通作農場)， (3) 低度に資本主義的な農場(肉畜および牧畜農場，

21)くわし〈は，レ ニン「新資料J81一回ベ ジ農業ノート J410-411ページ象照。ただし，
レ ニンl土地域によるう持賓のかわりに土地面積2U7l類を採用してし唱。ここでは本稿で分析して
きた地域による農業の不均等な資本主義発展を総括するため前者の分類を採用した。
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その他の農場=非商業的農場)をとる。

ついで，各群について，まず第 1にアメリカ全体の農場総数に対する 3つの

主要な群の百分比壱とる。つぎに同様の方法で総土地面積の百分比をとる。土

地面積は経営の粗放度の指標として役だち，もし総土地面積の百分比が農場数

の百分比をこえるとすれば，平均的な農場よりも大きな農場である。

さらに経営の集約性の指標として，機械を代表させたトラクタ一所有台数と

肥料使用量壱とる o これらの比率が土地面積の比率よりも多ければ，集約度は

平均より高いとしづ結論がえられる。最後に経蛍の資本主義的性格を決定する

ために賃労働者数について，また生産の規模を決定するために農産物販売総額

について百分比をとる。

このよ号にして第7表が作成される n そこでこの総括表の説明と検討にうつ

ろう。

まず経済暗層別分類からはじめよう。 8.5%の資本主義的経営(農産物販売額2

万ドノレ以上の経営)が， トラクター総台数の2四%，肥料の370/0を使用しており，賃

労働者は半数以上，農産物はちょうど半分がこの大経営の手に集中されている。

一農場当りで計算すると賃労働者数は平均の 6倍以上(農場数の8.5切に対して52

%)，農産物でも約6倍である。 とくに 4万ドル以上販売するわずか2.8%の資

本主義的大経営は，賃労働者総数の35%，農産物の32%壱集中しており，ー農

場当りではともに平均の10倍以上になっている。他方の極には農場総数の6割

以上を占める非資本主義的農場がある。この農場は土地面積全体の約4分の 1

をもつが，土地生産性は平均よりはるかに低<，賃労働者の17%，農業生産の

わずか13%を占めるにすぎない。一農場当りでは賃労働者数は平均の 4分の l

(農場数の61%に対し17%)，農産物販売額は 5分の 1である。このように大経蛍

は小経営を駆逐し，賃労働者も農産物や生産手段も完全に集積 集中しており，

資本主義的経営はアメリカ農業生産におし、て支配的地位にある。

第 2に地域による分類を考察する。 集約的な地域(太平洋岸諸州と東北部〕で

は，農業の集約性，資本主義的性格，労働の生産性(農産物販売額)のいずれめ
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指標も，ここでは平均よりはるかに高い。すなわち，土地面積は全体の10%な

のに， トラクターと肥料壱各々14.16%.賃労働者と農産物壱ともに20%集積・

集中している。単位面積当りでは，賃労働者・農産物は平均の 2倍(土地面積

の10%に対し，賃労働者，農産物販売額は20%) も集中している。 とくに， 太平洋

岸諸州のわずか5.2%の農場が合衆国全体の賃労働者の11%.農産物の13%を集

中している。

他ノ旬，粗放的な地域では43%の農場が. 58%の土地を集中しているが，肥料

は37'10.賃労働者は250/0で，農業の集約性，資本主義的性格を示す諸指標は平

均よりはるかに低く，単位面積当りで肥料は平均の 6割，賃労働者はわずか 4

割にすぎない。粗放的な地域で普及しているトラグターでさえ， 単位荷積当

りでは{土地面積回弘に対しトラクター数も58%)アメリカ全体の平均である。

アメリカで農場数のもっとも多い南部 (44%)では， 粗放性の指標も集約性

(トラクター〉や労働生産性の指標も一般に平均よりはるかに低<. 零細経営

が多いことを示している。ー農場当りでは， トラグター数も農産物販売額も平

均の65%有後にすぎない。

以上の地域聞の比較から明らかなように，生産手段，賃労働，生産規標，い

ずれの面からみても集約的な地域の集積・集中は粗放的な地域のそれよりはる

かに進んでいる。とくに，太平洋岸諸州は商業作物を中心に急速に集積・集中

を強め，今や東北部にかわってアメリカ農業の最先進地域になっている。

最後に農場の型による分類を検討しよう o 高度に資本主義的な商業作物は，

集約性も生産規標も平均よりはるかに高い。 すなわち， 土地面積は全体の 18

%なの にラグターと肥料は各々33%. 45%. 農産物は44%を集中してい

る。資本主義的性格の指標である賃労働者数は. 62%と賃労働者総数の大部分

を集中している。 単位面積当りで計算ずると， 賃労働者は平均の3.6倍 (18%

の土地面積に対し62%の賃労働者1.肥料，農産物販売額は平均の約2.5倍である。

とくに高度に集約的な商業作物の集積はし、ちじるしし、。農場総数のわずか 4%，

総土地面積の 3%を占める集約的な商業作物は， トラグターの 6%.肥料の15
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%.農産物の120/0を集中している。賃労働者に関しては，実に220/0とー農場当

りで平均の約 5倍，単位面積当りでは平均の 7倍以上になる。他方，低度に資本

主義的な経営は，農場の半数以上 (54%).総土地面積の 6割を占めているが，

肥料や賃労働者，農産物の集積は一般に非常に低い。単位面積当りで計算する

と，肥料や賃労働者は平均の 4割前後，農産物の販売額で平均の半分にすぎな

い。中位の穀物干飼料作物農場は両者の中間的な傾向を示している。

以上のように商業作物， とりわけ高度に集約的な作物の農場は，粗放的な肉

畜や穀物農場に〈らベてあらゆる点で著しい集積・集中を進めている。

これまで三分類寺比較・対照し庁第7表でアメリカ農業の全貌を総括Lてき

た。との総括から，現代アメリカ農業の進化・発展の性格壱次の上うに結論す

ることができる。

現代アメリカ農業では，① 農業生産の賃労働者に対する依存度がますます

増大しており，② 農業の機械化が急速に進展している。@ さらに，アメリ

カ農業は地域や作物の特殊性により不均等に多種多様な形態をとって発展して

いるc とりわけ商業的作物の成長がめざまししこの作物を栽培している太平

洋岸諸州(とくにカリフォルニア州)の発展が顕著である。④ 農業生産の不均

等な発展過程で，大経営は賃労働者や生産手段・農産物を集積・集中し，小経

営を駆逐している D この集積・集中という点でも太平洋岸諸州は他地域を凌駕

してし情。⑥ かくして1910年~1959年の半世紀聞に，アメリカ農業の最先進

地域は東北部から太平洋岸諸州に移った。現代アメリカ農業は，このパイロ 'Y

トの役割をはたす太平洋岸諸州を筆頭に，農業の資本主義化が進んでおり，資

本主義の一般法則が貫徹されている。




